
	科目名（和／英）
	安全防災工学／ Urban Disaster Prevention Engineering

	科目ナンバー
	TRCD11105

	担当教員
	山口隆司・大島昭彦・重松孝昌・角掛久雄・鬼頭宏明・中條壮大

	授業形態
	講義
	開講期
	後期

	単位数
	２単位


	科目の主題　　
	都市の生活と安全および自然災害(構造物，地盤，水災害)に関する事例を対象とし，構造物の安全性，維持管理および都市の将来展望を含めて以下の授業計画で講義を行う。課題レポートで理解力を高める。

	授業の到達目標
	都市の安全と防災に関する工学的な内容を総括し，２回生以降の安全防災領域の専門科目の位置づけを理解することによって，安全防災に関わる基本理念を身につける【学習・教育目標(C)】

	
	

	授　業　内　容　・　授　業　計　画
	担当
	講義日

	第1回　概論：授業ガイダンスと概説
	中條
	10/05

	第2回　地盤災害(1)：地盤沈下（地下水揚水による沈下，埋立地の沈下）
	大島
	10/12

	第3回　構造物災害(1)：地震被害，地震発生原因，地震対策
	山口
	10/19

	第4回　水災害(1)：津波発生メカニズム，津波被害，津波対策
	中條
	10/26

	第5回　地盤災害(2)：豪雨による土砂災害，地震による液状化・斜面崩壊
	大島
	10/30

	第6回　水災害(2)：台風，洪水，水文，高潮，高波の事例
	中條
	11/09

	第7回　力学の基礎(1)：力とベクトル，モーメント，合力
	角掛
	11/16

	第8回　力学の基礎(2)：剛体と弾性体の力学の基礎
	角掛
	11/21

	第9回　中間まとめ
	中條
	11/30

	第10回　力学の基礎(3)：流体の定義（流体と固体の相違），力と応力の違い
	重松
	12/07

	第11回　構造物災害(2)：構造物の災害と復旧
	山口
	12/14

	第12回　力学の基礎(4)：大気圧・水圧・せん断応力
	重松
	12/21

	第13回　力学の基礎(5)：土質力学と地盤工学，単位系，地盤の調べ方
	大島
	01/11

	第14回　特別講演会
	中條
	01/18

	第15回　力学の基礎(6)：大阪の地盤のなりたち
	大島
	01/25

	
	
	

	事前・事後学習の内容
	事前学習：事前配付資料を確認し，自己学習を行う。

事後学習：レポートあるいは演習課題を課す。

	教材
	各担当教員が資料を配付する。

	評価方法・評価基準
	下記の評価項目から、総合的に評価し，60点以上を合格とする。

1 基礎学力の習熟度（講義内容の理解）をレポートで評価（70点）

2 現状・問題の評価判断能力をレポートで評価（30点）

	受講者へのコメント
	都市の安全と防災を学ぶ上での入門講義である。同時に開講される都市の計画学，都市環境学とともに都市学全般を幅広く知るための科目である。

	オフィス・アワー
	各担当教員が個別に対応する。

	室番号・内線番号
	世話役：中條C-302室・内線2780

	メールアドレス
	世話役：中條nakajo@eng.osaka-cu.ac.jp


金曜日・2限・C305
